
資料６－１ 

令和４年度芽室町議会「議員間討議」実施（案） 

 

１ 趣 旨 

今年度の議会活性化計画主要事業である「町民ニーズに的確な議会権能の

発揮」を目指した具体的取り組みとして、「（仮題）物価高騰に対する今後の

支援策について」の議会内協議を、議員間討議により実施しようとするもの

である。 

 

２ 実施手法  全員協議会（グループワークにつきネット中継はしない。） 

（１）日 時 11月 16日（水）9:30-12:00のうち 2時間程度 

（２）場 所 役場３階委員会室 

（３）特 記 議会運営委員会委員の進行により実施。 

 

３ 協議事項 （仮題）「物価高騰に対する今後の支援策について」 

 

４ 経過及び概要   

（１）第３回合同委員会（10 月５日開催）では「芽室町における物価高騰・燃

料対策（案）について」を調査事項とした。調査終了後の自由討議におい

て、この対策は、一過性ではなく継続性を要する趣旨の意見が委員から複

数出され、議会として、その具体案の検討・精査を議員間討議により行う

提案があり、その手法は両常任委員長に委ねたところである。 

（２）また、同日の議員研修（講師：佐藤淳青森大学教授）では、議員間討議の

理論と実践を学ぶ目的として、議長から議会運営委員会に対する諮問事

項である「多様な議員のなり手について」をテーマにワークショップを行

い、全議員の意見を総合した議会としての答申概要が整理されたところ

でもある。 

 

５ 特記事項 

（１） 令和４年度活性化計画主要事業２項目を念頭に置く。 

（２） グループ編成は議員研修と同様とする。 

（３） 討議の項目を事前協議する（例：「全世帯対象」、「個別」等） 

（４） 役割分担 

・ ワークショップ進行 常通副議長 

・ グループ司会・記録・タイムキーパー（各グループ選出） 


